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訪問看護ステーションにおける看取りについて②

訪問看護利用者における本人・家族の在宅死亡の希望

※平成16年度老人保健健康増進等事業「訪問看護利用者における終末期ケアに関する調査」

（財団法人医療経済研究機構）のデータをもとに厚生労働省において作成したもの
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無回答(N=151人)

本人、家族とも不明(N=891人)

本人、家族のいずれにも在宅希望なし(N=952人)

家族のみ在宅希望(N=613人)

本人のみ在宅希望(N=464人)

本人・家族ともに在宅希望(N=1,179人)

入院死亡(N=2,302人）

在宅死亡（N=1,948人)
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「不安だった」
「不安が訪問看護師の説明や支援で和らいだ」

回答者数

有効回答者数
に対する割合

（％）
回答者数

「不安だった」介
護者に対する

割合（％）

症状がどのように進行するか 74 60 81.1 51 85.0

終末期に現れる症状への対処方法 73 58 79.5 49 84.5

急変時の対応 70 52 74.3 44 84.6

臨終のときにすること 71 52 73.2 41 78.8

本人の苦痛への対処 68 44 64.7 37 84.1

介護技術 72 37 51.4 33 89.2

医療機器などの扱い 70 24 34.3 22 91.7

有効
回答数

訪問看護ステーションにおける看取りについて③

在宅での看取りを行った介護者の不安

出典：日本訪問看護振興財団：「平成13年度 終末期ケア体制のあり方に関する研究」研究事業報告書
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2000-2002 2001-2003 2002-2004 出典：国際麻薬統制委員会（ＩＮＣＢ）報告

各国医療用麻薬消費量
モルヒネとフェンタニルの合計（100万人1日当たりモルヒネ消費量換算（ｇ））


